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常
陸
平
定
に
貢
献

織
物
の
神

倭
文
神
社
（
奈
良
市
）

莢莢

莢莢

倭文神社本殿‖奈良市西九条町で

蓀蓀蓀蓀蓀蓀蓀蓀

（
住
所
）
奈
良
市
西
九
条
町
２
の

の
２

（
祭
神
）
武
羽
槌
雄
命
、
経
津
主
命

誉
田
別
命

（
交
通
）
近
鉄
・
九
条
駅
か
ら
東
へ
徒
歩

約

分

（
拝
観
）
境
内
自
由

（
駐
車
場
）
な
し

（
電
話
）
な
し

倭
文
神
社
は
奈
良
市
西
九

条
町
、
旧
の
字
名
、
辰
市
に

鎮
座
し
て
お
り
、
こ
の
地
は

春
日
大
社
の
社
家
（
神
主
）

が
最
初
に
居
住
し
た
辰
市
郷

で
、「
大
和
名
所
図
会
」
（
１

７
９
１
年
刊
）
に
は
「
倭
文

社
、
俗
に
ひ
ず
り
の
や
し
ろ

と
い
う
」
と
あ
り
ま
す
。

祭
神
は
武
羽
槌
雄
命
、

経
津
主
命
、
誉
田
別
命
の

三
神
で
、
武
羽
槌
雄
命
は
武

甕
槌
命
が
常
陸
国
を
平
定

さ
れ
る
際
に
武
甕
槌
命
に
反

旗
を
ひ
る
が
え
し
た
神
（
香

香
背
男
）
を
討
っ
た
神
で
、

ま
た
倭
文
の
神（
織
物
の
神
）

と
も
さ
れ
て
い
ま
す
。

武
甕
槌
命
が
鹿
島
神
宮
か

ら
御
蓋
山
の
頂
に
降
臨
さ
れ

た
時

侍
従

中
臣
時
風
・
秀

行
氏
が

７
６
８
(
神
護
景
雲

２
)
年

こ
の
地
に
倭
文
神
社

を
勧
請
し
、
移
住
し
て
き
た

中
臣
一
族
が
鹿
島
神
宮
で
行

っ
て
い
た
祭
祀
を
辰
市
郷
で

も
行
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
中
臣
時
風
・
秀
行

氏
は
｢
鹿
島
立
神
影
図
(
奈
良

国
立
博
物
館
所
蔵
)｣
の
下
に

描
か
れ
て
い
る
人
物
で
す
。

本
殿
は
春
日
移
し
の
社
殿

で
若
宮
摂
社
三
十
八
所
神
社

の
旧
本
殿
を
移
し
た
と
伝
わ

っ
て
い
ま
す
。

倭
文
神
社
の
秋
祭
り
は
、

ス
ポ
ー
ツ
の
日
の
前
日
の
日

曜
日
(
今
年
は

月

日
)
に

行
わ
れ
、
「
蛇
祭
り
」
と
呼

ば
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
祭
り

は
大
蛇
に
人
身
御
供（
子
供
）

を
捧
げ
る
昔
の
風
習
を
今
に

伝
え
る
、
民
俗
学
的
に
も
大

変
興
味
深
い
お
祭
り
で
す
。

現
在
は
人
身
御
供
を
表
し
た

神
饌
が
供
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
奈
良
ま
ほ
ろ
ば
ソ
ム
リ
エ

の
会
会
員

青
木
章
二
）


